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基盤ｂ「復元的手法による東大寺文書研究の高度化―『東大寺文書

目録』後の総括・展望―」のこれまでの成果と今後の課題 
代表遠藤基郎 

（東京大学史料編纂所） 
本科研の目的 

 『東大寺文書目録』（同朋社、1984 年）の刊行後の研究成果の整理 
 中世の管理・所在状態の復元を目指す。 

 物理的に分離した文書の復元 
 本来の文書の「出所」を追究した小さな内部文書群の復元 

 復元研究の成果やその過程で産み出された新たな知見を、データベースなどで公開 
 東大寺文書研究の高度化を目指す 

これまでの 2 年間の作業 
1. データベース整備 
2. 記録部の解題作成 
3. 「道具類」の作成 
4. 寺外所在分の収集 

１ データベース整備 

 未成巻文書・宝庫文書・薬師院文書・巻子本部（104 部）のデジタル画像の整理／

ユニオンカタログ DB の整理 
 未成巻：写真帳情報の公開ー奈文研の協力。影写本・刊本のリンク整備。所

内閲覧室でのカラーデジタル画像公開 
 薬師院文書・巻子本：写真帳情報の公開ー奈文研の協力。 

 接続復元のための連接情報表示システムの開発、連接表示の実現 
２ 記録部の解題作成 

 記録部 141 架・142 架のうち中世関係のものを抽出、解題作成 
 詳細は畠山報告で 

３ 道具類の作成 

 別当・別当坊官・寺務代・出世後見表の作成 
４ 寺外所在分の収集 

 寺外所在分の概略 守田補足コメント 
 データベースの追加・整備 東南院文書・東京大学文学部所蔵文書、内閣文庫所蔵

の刊本リンク、影写本のタイトル微修正（「～所蔵」を追記） 
 撮影 野村兼太郎氏蒐集文書（慶應義塾大学文学部古文書室）・興風談所寄託文書（東

大寺旧蔵文書）・東大寺宝珠院所蔵文書（京大吉川真司さんご厚意） 
 HI-CAT Plus(HPC)にて閲覧可 



2014 年 2 月 21 日(金) 於東京大学史料編纂所 科研報告 
 

2 |  
 

研究課題の文書保管構造の「復元」を進めるために―３つの話題― 
 11 世紀末（別当永観・別当未補任期・勝覚期）の実務文書の残存率の高さ 
 大部荘関係文書の偏在 惣寺・東南院・戒壇院 
 慶長初年の周防国庁寺安楽寺住持相論関連文書の散在性 

11 世紀末（別当永観・未補任期・勝覚期）の実務文書の残存率の高さ 

 康和三年六月解除会支度注文（成巻文書、大古九―九一一）、康和二年九月一四日般

若会料下行支度日記（同上九〇九）、（康和四年カ）華厳会料支度注文（同上九一〇） 
 康和三年一〇月から長治元年九月まで下行文言付きの判書（交換券）60 通 
 長治元年五月・六月まで下行文言付きの請文（請求書）25 通 
 康和五年から長治二年の封戸結解状 14 通（若狭・美作・越後・近江・伊予） 
 本来廃棄されるべき判書・請文の異常な残存。この前後では希有の事例 
 別当勝覚宛文書の残存。長治元年七月廿日東大寺八幡宮有司大法師連署申状（未成

巻 1-24-24）、（天永二年カ）八月十四日紀伊木本荘下司？有政入道書状（未成巻

1-24-22） 
 新寺外別当勝覚への、経営方式説明資料として渡されたものが、他の別当宛て文書

と保管＝別当保管文書群。＊後、東大寺に移管か。 
 五味文彦「永観と「中世」」「院政期の東大寺文書」『院政期社会の研究』山

川出版社、1984 年 
 佐藤泰弘「東大寺の組織と財政」『日本中世の黎明』京都大学術出版会、2001

年 
大部荘関係文書の偏在 

 

慶長初年の周防国庁寺安楽寺住持相論関連文書の散在性 

新修文書 7 点、宝庫 1 点、未成巻 3 点（1 点書き継ぎ案文）、巻子本部 1 点 
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1. （慶長二年）七月十九日羽仁栄保書状（新修第二五函七号） 
2. （慶長二年）八月一日周防国衙候人衆連署書状（新修第六八―二函二一号） 
3. （慶長二年）八月十日東大寺沙汰人衆連署書状（新修第二五函八号） 
4. 慶長二年八月十五日周防国衙安楽寺并東光院掟書（宝庫 74-19 県史四五〇号） 
5. （慶長二年）八月廿二日周防国分寺禅光院言上状（新修第六八―二函二二号） 
6. （慶長二年）八月廿六日東大寺沙汰人訓英書状（新修第二五函九号） 
7. （慶長二年八月）二十六日訓英書状案（未成巻 3-12-402(2) 県史四九七号） 
8. （慶長二年八月）二十七日訓英書状案（未成巻 3-12-402(1) 県史四九六号 
9. （慶長二年）霜月五日周防国衙候人衆連署書状（六八―三函二〇号） 
10. （慶長二年）十二月十三日竹屋昌誉・元頼連署状（巻子本部 104-851-3 『防府市史』史料編Ⅰ、

六三七頁以下） 
11. （慶長三年）正月十一日周竹〈内藤隆春〉書状（新修第六八―二函一二号） 
12. 慶長三年三月七日周防国衙牟礼令年貢并反銭勘文（未成巻 1-5-183 他、大古一五―六九六、県史四

五一号）。 
13. 慶長三年八月十一日周防国衙安楽寺住持職補任状案（未成巻 1-5-82 大古一五―七〇〇、県史四

五八号） 
個人的な期待感 

 黒田荘関連文書の文書構造分析：単一の荘園に複数の寺内組織が関与しかつ関係文

書が豊富 
 文書機能論・管理論からの寺内各組織の相互の関係性の探究：惣寺と堂衆など 

これからの 2 年間の計画 
1. データベース整備 

① カラーデジタル補充撮影（宝庫文書他） 
② 第１～3 回採訪影写本とのリンク整備 
③ 欠損文書のさらなる復原 
④ 性格不明文書の「出生証明」と DB への反映（無年号文書 性格不明帳簿 差

出の読めない文書 欠損文書） 
⑤ 新修文書聖教調査成果の反映 中世文書を中心に 
⑥ 薬師院文書未整理分・未成巻文書未整理（連署類）の整理 

2. 記録部の解題作成 
① 対象の拡大（記録部 142B 架宝珠院記録、記録部 143 架、巻子本部、雑部、

薬師院史料）  
② 公開の形態の検討。ＰＤＦにてＨＰから発信 東大寺図書館との交渉 
③ HCP 上のデータの校正 

3. 「道具類」の作成 
年預五師表他？ 公開の形態 

2. 寺外所在分の収集・ユニオンカタログでの公開 
3. まとめ（報告書の作成に向けて） 
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